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研究プロジェクトについて

研究のねらい

研究内容

●身体情報を反映させた生活者のデジタルダミー（分身）をクラウド上に生成
● 生活者の行動情報から「デジタルダミーによる運動シミュレーション」を実施
●シミュレーション結果に基づいた運動サービスの提供

本研究の目的は、生活者に最適な運動・生活処方の提供を行う新たなサービスを創出することで
す。その方法として、生活者のデジタルダミー（生活者の分身）をクラウド上に生成（図1）し、
「生活者の運動情報」をデジタルダミーに反映させて、クラウド上で運動シミュレーションを行う
ことを検討しています。シミュレーション結果から、それぞれの生活者に最適な運動サービスを提
供することを目指しています（図2） 。さらに、生活者の運動情報を取得するための仕組みや方法
について検討しています。

クラウド上に生成したデジタルダミーに、生活者の運動
情報（日常行動や製品、空間とのインタラクション）を反
映させる方法について検討しました。
機器や住宅に取り付けたセンサのデータから、生活者の
運動姿勢が推定可能であるか実験しました。歩行器を使用
した実験では、４カ所以上にセンサを取り付けると姿勢が
推定可能であることを確認しました。住宅での行動を推定
する方法については、小型の距離センサで行動を計測した
データを活用します。そこで、行動計測するためのスマー
トフォン用の操作画面案（図3）を作成しました。

• 本研究は、未来社会創造事業（科学技術振興機構(JST)）「健康モデル化によるスマートインタラクティブサービス
（平成30年度～令和元年度）」の助成を受けて実施しました。

図3 スマートフォンのアプリケーション
画面案

図１ 生活者（左）のデジタルダミー（右） 図2 健康モデル化によるスマートインタラクティブサービス


